職務経歴書

20XX年X月XX日現在
氏名：白州　太郎

[bookmark: _heading=h.gjdgxs]【職務要約】
〇〇大学大学院修了後から約10年間にわたり、化粧品メーカー2社で研究開発職として主に液状・乳状スキンケア製品の新規開発・処方改良に携わってきました。OEMメーカーの株式会社ABCビューティーに入社後は、新規開発部で某大手メーカーの製品開発に従事。転職後は株式会社ABCコスメティックにて、主力製品である「〇〇〇〇」の処方改良や、新製品「△△△△」の開発を担当しています。

【職務経歴】
	株式会社ABCコスメティック〈20XX年X月～現在〉
事業内容	：化粧品の製造・販売
売上高	：500億円（2024年3月）
従業員数	：3,000人
資本金	：非公開

	期間
	職務内容

	20XX年X月
～20XX年X月

	■研究開発部第一グループ（スキンケア）所属：メンバー
新規製品の処方開発を担当

【品目（剤型）】
化粧水、乳液、洗顔料（透明液状、乳状）

【担当業務】
・新規製品の処方検討
・処方設計
・官能試験
・安定性／安全性試験、保存効力試験
・特性評価
・社外モニター、社内モニター
・事業部へのプレゼンテーション
・生産スケールアップ対応／フロー検討

【使用機器】
顕微鏡、ホモミキサー、粘度計、硬度計、遠心分離機、pHメーター

【実績／成果】
・担当製品XX個、売上実績XXXX円（20XX年後）
・自社「〇〇〇〇」出荷実績XX万個（20XX年発売）
・スキンケア製品「△△△△」の新規処方開発／特許申請


	20XX年X月
～現在

	■研究開発部第二グループ（UVケア）所属：リーダー
既存主力製品の処方改善とメンバーマネジメントを担当

【品目（剤型）】
リキッドファンデーション、BBクリーム（乳状）

【担当業務】
・品質向上に向けた既存製品の改良
・官能試験、安定性／安全性試験、保存効力試験
・社外評価アンケートの実施
・生産スケールアップ対応／量産化移管／容器相性確認

【使用機器】
顕微鏡、ホモミキサー、粘度計、硬度計、遠心分離機、pHメーター

【実績／成果】
・社外で行った使用感評価アンケートで5段階中4.6の高評価を獲得
・リニューアル品「□□□□」でベストコスメアワード〇〇部門第◯位を獲得
・チーム5名のメンバーマネジメント業務を担当




	株式会社ABCビューティー〈20XX年X月～20XX年X月〉
事業内容	：化粧品・医薬部外品の受託製造
売上高	：300億円（2024年3月）
従業員数	：900人
資本金	：5億円（2024年3月）

	期間
	職務内容

	20XX年X月
～20XX年X月

	■スキンケア開発部に所属：メンバー
　顧客ニーズにあった製品の開発を担当

【品目（剤型）】
化粧水、美容液、クレンジングローション（透明液状）、乳液（乳状）

【担当業務】
・顧客要望のヒアリング
・取引先との打ち合わせ
・素材開発／原料選定
・試作品作成
・処方検討・設計
・成分表や報告書などのレポート作成
・生産部門との連携

【使用機器】
顕微鏡、ホモミキサー、粘度計、硬度計、遠心分離機、pHメーター等

【実績／成果】
・某大手メーカー顧客の製品開発（20製品）を担当
・新規有効成分「〇〇〇〇」を使用した乳状ベースの開発に成功








【活かせる経験・資格・知識・スキル】
―活かせる経験―
・OEMメーカーとしての顧客との折衝業務経験
・測定機器の基礎知識
・化粧品原料に関する知識
・スキンケア、UVケア製品に関する知識・技術
・Word、Excel、PowerPoint の基本的な操作

―資格―
・普通自動車第一種運転免許（20XX年X月取得）
・TOEIC Listening & Reading 725点（20XX年X月取得）
・化粧品検定1級（20XX年X月取得）

―論文・特許・学会発表―
・特許出願◯件
・学会発表「○○○○」□□学会にて（20XX年X月X日）

【自己PR】
■機能性・安定性を第一とした粘り強い対応
これまで主にスキンケア製品の新規開発・処方改良に携わってきました。処方開発において製品の機能性と安定性が第一だと考えており、課題に対しては自分なりの意見を持ち、提案することを心がけて業務を遂行しました。
新規自社製品の化粧品「〇〇〇〇」については、当初製造工程の設定に課題がありましたが、顧客と関係部署に改良案の打診と試作を繰り返し、粘り強く検討を進めました。製造現場との密なコミュニケーションも心がけ、立ち会いを通して最後まで責任を持った業務を行っています。

■消費者ニーズを踏まえた業務遂行力
多くの人に愛される製品を生み出すためには、市場トレンドや消費者のニーズを把握することが大事だと考えております。主力製品の「□□□□」のリニューアルでは、処方検討前に競合商品の販売店に足を運んで市場ニーズのリサーチに努め、商品開発部に対するプレゼンテーションの実施と協働体制の強化に注力しました。
プロジェクトではリーダーとしてメンバーを牽引し、製品化後には消費者の声をキャッチすべく、口コミやSNSでの投稿をチェックし、次の開発につなげる分析も実施しています。
以上


